診断用Ｘ線高電圧装置
②
仕様書

独立行政法人　県立病院機構

静岡県立こども病院

１．概要

本件は放射線部門X-4撮影室に設置されている機器であり、平成25年度機器購入委員会に更新
申請した「頭部規格撮影用Ｘ線発生装置」に関する仕様書である

２．調達内容

　　Ｘ線高電圧装置

　制御キャビネット　　１式

　　　(発生装置、スタータを含む)
　　　制御卓　　　　　　　１式

　　　Ｘ線管装置　　　　　1台

　　　可動絞り　　　　　　1台

　　　ハンドスイッチ　　　１式
　　　高圧ケーブル　　　　１式

　　　接続ケーブル　　　　１式

　　　散乱線除去グリッド　１枚

　　その他

　　　管球固定など設置に関わる工事一式

３．設置場所

　　１階　放射線部門　Ｘ-４撮影室
４．仕様要件の概要

　(1)　本件調達物品に関わる性能、機能および技術等（以下「性能等」という）の満たすべき要件

（以下「技術的要件」）は別紙に示す通りである。

　(2)　技術的要件は必要最低限を示しており、入札機器の性能等がこれを満たしていない場合、落

札決定の対象から除外する。

　(3)　入札機器の性能等が技術的要件を満たしているか否かの判定は、入札機器に係る技術仕様書、
　　　その他の公告で求める提出資料の内容を審査して行う。

調達物品は、以下の技術的要件を満たしていること

１．制御キャビネット

　1-1　発生装置はインバータ整流方式であること

　1-2　最高管電圧は125kV以上であること

　1-3　最高管電流は500mA以上であること

　1-4　最短撮影時間は1msec以下であること
　1-5　既設の同時曝射防止装置と繋ぎ、同室内の他の装置と同時曝射が出来ない仕様とすること

　

２．制御卓

　2-1　設置場所は現有機と同じ場所か、最寄りの壁付けとすること
　2-2　表示は判読の容易なデジタル式であること
　2-3　200件以上の設定登録が可能な条件プログラム機能を有していること 
　2-4　出力条件表示は電圧、電流、時間それぞれの他、電圧、電流×時間(mAs値)でも可能なこと
　2-5　Ｘ線照射時に音あるいは発光等で照射を知らせる機能があること
３．Ｘ線管装置

　3-1　焦点サイズは少なくとも一つは1.2mm以下であること

　3-2　最高使用管電圧は100kV以上であること

　3-3　既存の専用撮影台の指定された場所に、焦点中心を設定した据付が可能であること
４．可動絞り

　4-1　左右連動および上下連動型で、用手操作による絞り羽根の開閉が行えること

５．ハンドスイッチ

　5-1　被検者に付き添いながらでも操作が可能であるよう、十分にケーブル長があること
　5-2　5-1を満たすことが出来ない場合、2連式フットスイッチ追加による代替を認める

６．高圧ケーブル

　6-1　設置に必要な長さを確保しつつ、患者の動線の邪魔にならないよう始末が出来ること

７．接続ケーブル

　7-1　必要十分な長さで据付するものとし、不要に壁や床に這わせないこと
８．散乱線除去グリッド
　8-1　規格は四切サイズ、収束距離150cm、グリッド比8:1以上、密度60本/cmの高密度型とする。
８．その他
　8-1　設置場所は静岡県立こども病院放射線技術室、特殊撮影室(X-4室)内の指定された場所に設置すること

　8-2　本装置が引き渡し直後より正常かつ有効に稼働するように据付、調整を行うこと
　8-3　装置の搬入・搬出、据付、配管、配線、調整等にあたっては、病院の診療業務に支障を来さないよう関係職員の指示に従うこと、また配慮すること
　8-4　本装置に必要な電源設備等の一次側設備については静岡県立こども病院が用意する。

それ以外の必要な電源設備等があれば供給者側で用意すること。
　8-5　工事日程は病院側担当者と必要な事前協議を済ませたうえで、予め日程表を提出するものとする。

8-6　据付、動作に必要な配線、部品、工事については全て応札金額に含まれるものとする。

　8-7　据付によって生じた現有装置等の廃棄物は供給者が引き取り、法に従って適切に処分すること。また、それに関わる費用についても応札金額に含まれるものとする。
　8-8　装置の保証期間は引き渡し日から翌年度３月末日までとし、その間の定期点検、調整、障害防止は無償で実施すること。
8-9　装置保守にあたっては、既設撮影台までを含めた一式として対応するものとする。
8-10障害発生時の復旧については、通報を受けてから１時間以内に現場到着または対応の連絡が可能な体制であること。
8-11取り扱い説明に関する教育訓練は当院担当者と協議のうえ、指定する日時、場所で行うこと。
8-12取扱説明書等は日本語版を２部以上提出すること。
8-13落札から納入までに装置の仕様変更等があった場合は病院の指定する仕様で納入すること。
　8-14法令で定められた書類の作成にあたっては、当院担当者と協議のうえ整えること。
　8-15 その他不明な点は病院放射線技師、総務課経理係担当者と協議のうえ決定すること。
　8-16納入期限は平成26年３月14日までとする。
